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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

放射化学、核化学、核物理、燃料材料科学の専門家に環境微生物の専

門家を加えた研究者により、模擬デブリの作製から、照射、化学的作

用及び生物作用による溶出試験を行い、富岡の国際共同研究棟などに

原子力機構が有する先端分析機器を駆使してデブリの性状の変化、元

素の溶出挙動を分析し、放射線損傷と酸化環境下における化学的及び

生物学的損傷の複合作用による燃料デブリの劣化機構を解明すること

を目的とし、酸素が存在する条件での複合作用による劣化を時間の関

数として表すことを最終目標として、以下の項目を行う。 

１）放射線作用による劣化機構の解明 

２）化学的作用による劣化機構の解明 

３）生物的作用による劣化機構の解明 

４）燃料デブリ及び含有成分元素の物理化学状態の解明 

５）劣化モデルの概念設計 

６）人材育成 

２．総合評価 Ａ ・連携ラボを通じて、人材育成は適切に取り組まれており、関連組織

に就職していることは評価が出来る。 

・燃料デブリの劣化機構について、微生物の影響を中心に、有益な成

果が得られたと評価が出来る。一方で、当該成果を1F廃炉に具体的

に反映させるに当たっては、環境条件を合わせる等、更なる検討が

必要と考える。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


